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研究成果の概要 

 古代西アジアでは、人類史上初めて都市型社会が生まれ、都市を中心に地域の在り方が決定づ
けられる社会構造が広域に形成された。西アジアの都市遺構は、豊富な考古学的資料と保存性の
高い媒体（粘土板）に書かれた多くの文字史料によって、都市文明の発生とその古代における変
容に関して、大量のデータを提供する。本領域研究は、人類の都市との関わりの原点であり、都
市をめぐる濃密な歴史的経験である古代西アジア都市の諸相について、その発生のプロセス、景
観と社会的機能の変遷と多様性、環境との相互影響関係を、考古学、文献学、自然科学の学際的
連携によって解明すべく活動した。さらに「都市とは何か」という命題を、西アジアの隣接地域
ならびに後代の西アジア都市の諸相も射程に収めて考察することで、古代西アジア都市の個性
を浮き彫りにし、その後代への影響を明らかにすると同時に、現代の都市主導型文明のサステナ
ブルな将来に向けて有用な文明論を提示することを目指した。 
西アジアにおける都市の諸相を学際的方法で、通時的・共時的に研究するために、A01「都市

文明への胎動」、A02「古代西アジア都市の景観と構造」、B01「西アジアの環境と資源」、C01
「中世～現代の西アジア都市」の４つの研究項目を設定、これらの研究項目を総括班「西アジ
ア都市文明論（X00）」がハブとなって統括し、すべての研究項目が協働して、古代西アジア都
市文明の特徴と後代への影響を歴史学的・社会学的・文化論的に評価し、都市・人間社会・環
境の相互関係、都市の類型、といった問題を総合的に検討した。 
こうした活動を通して、古代から現代まであまたある都市を構成する建築学的・社会的要

素を比較格子のなかに捉え、その多様な形態とその背景となる自然・歴史・政治・宗教・社
会との関係を理解し、都市の生成・変容・没落のパターンを把握することが、「都市の本質」
を理解するということにほかならないことを明示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：考古学、楔形文字学、エジプト学、西アジア史、都市研究、文化地質学 
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１．研究開始当初の背景 
 西アジアは、農耕、牧畜、冶金、文字記録、一神教、そして都市文明といった人類史に大きな
影響を与えた文化的革新が地球上で最も早く生じた地域であり、西欧世界の思想的源流である
ユダヤ・キリスト教文化の故地でもある。そのため、19世紀以来、多くの考古学的調査が行われ、
イラク、イラン、シリア、トルコ、パレスチナを中心に何百もの都市遺跡が調査された。これら
の考古学的発見を通し、各地で都市の景観と機能が明らかにされてきた。 
 前3200年ごろの南メソポタミアに成立した都市ウルクでは、粘土板に文字を記す技術が行政
運営のために発明された。その後、この書字技術は、楔形文字システムとして洗練されながら西
アジア各地に伝播し、複数の言語の記述に応用された。この結果、前3千年紀から紀元前後の時
代に至るまでの長期間、古代世界において出色の文字文明が西アジアにおいて繁栄した。書字技
術は、多様な目的に用いられるようになり、人間社会の様相が種々の文書に記録された。 
 古代西アジアは、都市主導型の文明が地球上で最も早く高度に発達した地域であり、豊富な考
古学的資料と保存性の高い媒体（粘土板）に書かれた多くの文字史料によって、都市文明の発生
とその変容に関する大量のデータを提供する。人類の都市との関わりの原点であり、人類史上最
古の都市文明をめぐる濃密な歴史的経験であった古代西アジア都市の諸相の解明は、都市の本
質を問うために決定的な価値がある。古代西アジア都市を、民主的なギリシア都市に対する専制
的オリエント都市とみる西欧の古典的・傾向的理解は批判されて久しい。しかし、西アジアにお
ける都市の発生と変容、都市の環境や人間社会との相互影響関係、都市景観の様相、都市の諸機
能を種々の史資料に照らして実証的に解明し、現代に至るまでの都市のタイポロジーに照らし
て歴史的に評価する試みは、都市型社会の理解に向けた意義深い課題としてほぼ手つかずに残
っていた。 
 
２．研究の目的 
本領域は、異なる学問分野がそれぞれの分野内に孤立していては獲得できない広い視野に立っ
て、学際的に協働することで、古代西アジア都市という大きなテーマに臨み、そこに都市文明の
本質を考究する実証研究と理論研究を実践する。具体的には、西アジア都市文明の発生・拡散・
変容の歴史的プロセス、ならびに都市の景観と機能の多様性を、地域的な広がりを踏まえながら
分析し、古代から現在までの西アジア都市の在り方を通時的・共時的に俯瞰する。同時に、長期
にわたる都市化の歴史において、都市文明が地球環境にどのような影響を及ぼし、また、どのよ
うな社会観やイデオロギーの変化を人間社会にもたらしたのかを考察し、長い歴史を通して累
積された都市文明の姿に照らして現代の都市文明の在り方を省察する。 
 
３．研究の方法 
 本領域研究では、まず考古学が重要な役割を担う。19 世紀以来、西アジア各地の都市遺跡で
発掘調査が行われたが、当初は神殿・宮殿などの大規模建築物、権力者の残した見栄えのするモ
ニュメント、文字史料に調査が限定されていた。しかし、調査地域が広がり、調査方法が精密化
するに伴い、調査対象も、市民セクターを含む都市構造、都市の周辺に広がる村落の分布、都市
に関連する水利設備や交易路、家畜の放牧・遊牧と関連する痕跡などといった「都市景観」に及
んだ。現在では、都市をトータルに分析する研究原理としての考古学の重要性はますます高まっ
ている。 
 考古学と連動し、都市で営まれた人間社会の諸相の研究に大きく寄与する学問分野が文献学
である。先述の通り、南メソポタミアで前 3200 年頃に発明された書字技術は、現在のイラク、
シリア、トルコ、イラン、レバノン、パレスチナ、エジプトなどを含む地域に伝播し、各地の都
市遺跡からは、粘土板や石碑にシュメル語、アッカド語、エラム語、ヒッタイト語、ウガリト語、
古代ペルシア語などで書かれた大量の楔形文字文書が発見されている。多岐にわたる豊富な文
書史料は、王権や神殿を中心とした政治と行政、農耕・牧畜・手工業・交易のような産業、法と
社会制度、建築・数学・天文学などの科学、宗教と儀礼、文学と思想といった多くの分野につい
ての情報を含み、都市とその周辺で営まれた人間社会の諸相に関する豊富なデータを提供する。
こうした楔形文字文書群に加え、前 1 千年紀の半ば以降に西アジアで広く通用したアラム語を
はじめとする西セム系言語、さらにはギリシア語によって石材、オストラカ、パピルス、羊皮紙
などに書かれた諸文書（書簡、行政文書、記念碑文など）もまた、西アジア都市に関するデータ
を含んでいる。 
 考古学と文献学に加え、都市を取り巻く環境、資源、ならびに農業・工業・交易等の産業の分
析には、自然科学分野の参画が不可欠である。具体的には、都市遺跡に由来する動植物の遺存体
を同位体分析などによって分析し、食生活や農耕・牧畜の動植物学的な詳細を解明すること、都
市内部やその周辺に見られる鉱物・石材・土壌（粘土板やレンガの素材）・水を採取して化学組
成を調べ、都市に供給された金属・石材・河川堆積物の起源とそうした資源環境の地理的広がり
を把握すること、衛星画像を用いて灌漑・農業用水の取水システムの変化を追跡し、都市への水
の供給システムの変遷を探ること、地震や災害の都市への影響を地球科学的な分析によって評
価することなど、都市と環境・資源の関係についての重要な問題が扱われる。 
 こうした考古学・文献学・自然科学の学際的連携によって、都市文明の諸要素が芽生えた先史
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時代の複雑社会を背景に、都市が誕生して変容を重ねていく前 3000 年頃からヘレニズム・ロー
マ期に至るまでの 3000 年におよぶ期間に、都市空間はどのように構成され、そこでどのような
社会が営まれ、いかなる思想が生まれたのか、都市とその周辺の村落や遊牧社会はどのような関
係にあり、都市と都市はどのようなネットワークで結ばれたのか、都市文明は周辺の環境にどの
ような影響を与え、環境は都市の在り方をどのように規定したのか、といった問題を通時的・共
時的に明らかにすることが本領域研究の課題である。 
 「都市とは何か」という大きな命題を古代西アジアという都市文明の古層に探る本領域の目的
は、西アジアの隣接地域の都市、ならびに後代の西アジア都市をもある程度射程におさめ、古代
西アジア都市の特徴を相対的に評価することによって補完される。これにより、古代西アジアの
都市文明の個性を浮き彫りにし、その後代への影響を考察すると同時に、現代人に忘却された西
アジア都市文明という歴史的経験を再発見して、都市文明と人間社会の関係を深く広く探求し、
現代の都市主導型文明を内省的に再考して、サステナブルな未来をもたらすための都市文明論
を提示することが、追及すべき到達点である。本領域研究は、西アジアと隣接する古代エジプト
の都市研究と中世から現代に至るまでの西アジア都市を研究する複数の計画研究を含む。葬祭
装置の発達が顕著で、かつては「都市なき文明」と呼ばれ、城壁都市の欠如が強調された古代エ
ジプトだが、近年は、都市型居住地の形成と都市化の詳細が積極的に研究され始めた。また、中
世以降の西アジア都市は、古代の都市プランを継承しつつ、イスラーム都市、近代都市として変
容を遂げた。こうした研究分野をカバーするエジプト学、イスラーム学、西アジア史学、社会人
類学、都市計画学、都市社会学、文化遺産学等の研究者が本領域に参画する。 
 こうして、本領域は、異なる学問分野が学際的に協働することで、古代西アジア都市という
テーマに臨み、そこに都市文明の本質を考究する実証研究と理論研究を実践する。 
 
４．研究の成果 
本領域研究の特徴は「都市とは何か」という問題を、地球上最も早く都市文明が生まれ発展し

た西アジア地域に焦点をあて、先史時代から現在までをカバーする長射程で、超領域的視点から
複眼的に考察することにある。「都市とは何か」という問いへの答えは、考古学、建築学、社会
学、歴史学といった一分野の観点から特定の都市・地域・時代をモデルに｢都市｣の定義を試みる
ことでは解決され得ない。定義付けという行為は、分野優先的・ドグマ的な性格を持っており、
分野や研究者ごとに異なる定義が提案される。様々な定義は、都市の特徴を一局面において端的
に言い当てるが、都市という現象の一面を捉えているに過ぎず、「都市の本質」を必ずしも十分
に説明しない。本領域研究によって行われた多分野協働による長射程の都市研究は、こうした課
題を克服し「都市文明の本質」に迫るおそらく唯一の方法であると思われる。本領域研究は、古
代から現代まであまたある都市を構成する建築学的・社会的要素を比較格子のなかに捉え、その
多様な形態とその背景となる自然・歴史・政治・宗教・社会との関係を理解し、都市の生成・変
容・没落のパターンを把握することが、「都市の本質」を理解するということにほかならないこ
とを明示した。歴史的に連続する容態として西アジアに追跡される「都市の本質」は、本領域研
究において諸分野で実施された多くの個別研究で分析され、学際的・分野横断的研究会やシンポ
ジウムを通して論じられた。それは、おおよそ以下のように要約される。 
 
（1）【複雑社会から都市へ】 紀元前 3500～3200 年ころ周囲の村落の人口を吸収してメソポタ

ミア南部で誕生した人類最古の都市ウルクでは、多様な職業や社会階層の人々が、祭祀を共通の
精神的支柱として集住し、複雑社会を管理する行政と情報管理手段としての書字技術を発達さ
せ、都市民の生命と財を守る城壁を設けて都市を形成した。さらに、我々の領域研究の長射程で
は、都市に先行する複雑社会の発生もまた研究された。紀元前 1 万年前後、南東アナトリアやメ
ソポタミア北部の農業社会誕生以前の狩猟採集社会において、集落中に公共建築物を造営する
集落構造や、集落から独立した大規模な祭祀施設の建設が確認される。このことは、祖先礼拝や
何らかの神格を中心に集合する精神的エネルギーが、集落や集落ネットワークの形成に果たし
た役割の重要性を示唆する。こうした様態が、その後の南メソポタミアでの都市の成立にどの程
度の直接・間接の影響を与えたかを論じるにはなお「失われた環」を埋める新データの発見が必
要である。それでもなお、南メソポタミアにおいても最古期の都市遺構の層の下には、以前の時
代から神殿と見なし得る祭祀施設が建設されていたことを考慮すると、K. Wittfogel が提唱し
た灌漑農業のための労働力集中の要請が中央政権と都市を生んだという学説に反して、宗教儀
礼が都市形成に果たした役割の重要さが示唆される。 
 

（2）【都市の多様化と変容】 神殿構築物を中心に市域が広がり、行政組織によって都市とその
周辺の住民が統合され、都市域を城壁が取り巻いて防備する典型的メソポタミア都市のプラン
は、平坦な沖積平野の河川沿いに築かれ、神殿が都市の中央権力として行財政の中心であった南
メソポタミアの伝統的神殿都市においては、その後も長期にわたり維持された。しかし西アジア
各地においては、異なる地理的・政治的・社会的環境において、都市プランや建築学的特徴にお
いても、政治的・社会的役割においても、様々な特徴を持つ都市が建設されていった。都市は時
代の変遷と共に変容し、あるものは破壊されたり、放棄されたが、シリアのアレッポやダマスカ
ス、イラク・クルディスタンのエルビルのように、前 3～2 千年紀から現在まで途切れることな
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く変容を重ねながら生存している都市もある。都市の歴史的変容には、大きな中央権力を持つ領
域国家の出現・盛衰や行政経済ネットワークの発達・変化が大きな影響を与え、変わりゆく地理
的・歴史的環境の中、宗教文化的・政治的・経済的機能と重要性、面積と人口密度の大小、人口
構成要素・言語・文化とその多様性、交通ネットワーク上の位置、経済的重要性などの要因によ
って様々な性格・形状・規模の都市が形成された。そして、変化する環境とともに、都市の伝統
的古層を内部に包含しつつ新しい建築学的特徴が上塗りされて、重層的な都市景観が形成され
ていった。したがって、都市とその遺構は、その都市が生まれ変容していった歴史と文化を重層
的に包含する歴史の鏡であり、都市景観は時代をリードした都市を核とする政治・経済・社会・
文化を反映して形成されたことが、多くの具体的事例を通して確認された。その成果を、5 巻一
組の英語の論集 Cities in West Asia and North Africa through the Ages, 5 vols.を 2024－2025 年に
Brepols Publisher から公刊する準備も完了した。 
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